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平成25年度職員知恵出し
会議メンバー（福祉課）

こちらも注目
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平成26年度 主な事業

０・１歳児、障がい児保育の充実
2,981万円

　私立保育園に対して、急増し

ている０・１歳児を受け入れる

ための看護師（保健師）の人件

費、障がい児保育を充実するた

めの人件費を支援し、市民ニー

ズに応えるサービスを展開して

いきます。

渡邉　寛

注目のまちづくりPick Up Action

特　集

まちづくりの実現のために

の重点方針つ４

選ばれて住み継がれる十日町市の実現に向けて
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外国語指導助手設置・学力向上対策事業

　2020年の東京五輪・パラリンピック

を見据えて、小・中学校での英語や国際

理 解 な ど の 授 業

を、ＡＬＴや外国

語指導助手が手厚

く指導。「寺子屋

塾」の英会話版も

新設します。

英語教育の充実

2,723万円

　（一財）上村病院の介護療養型医療施設

を、特別養護老人ホーム「桜湯の里」へ

転換すること

に助成し、入

所待機者の減

少 を 図 り ま

す。

中里地域特養施設整備（助成）

5,100万円新

人
に
や
さ
し
い
ま
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づ
く
り

■小学校施設整備（飛渡第一小・鐙島小・貝野小

の耐震補強設計、松代小プール整備・下条小跡

地整備）▶1億7,810万円
■中学校施設整備（松之山中改築設計） 

　▶2,703万円
■中条小・水沢小内での放課後児童クラブ整備

　▶1,268万円
■子ども医療費助成（市独自）▶ 5,538万円

■慈光・大井田保育園の施設改修支援▶2億759万円

■公立保育所耐震改修▶397万円新

■発達支援センター運営▶2,181万円

■要援護世帯除排雪援助▶4,205万円

■障がい者就労支援（成人式などに授産品を活用）▶100万円新

■小中一貫教育の全域での本格実施▶2,431万円

■いじめ防止対策（リーフレット作成・研修会など）▶51万円新

■子どものインターネット安全利用対策▶38万円新

　 職員知恵出し会議提案事業

　高齢者安心サービス（ボランティアによる在宅福祉

サービス）▶193万円新　

ほかにもこんなことをします

注目

　時代に合わせ

て保育の質をさ

らに高めます

職員知恵出し会議提案事業

　今回、高齢者の安全・安心

をテーマとし、事業を提案し

ました。ちょっとした困りご

との解決を、ボランティアを

通して行っていく事業です。

気軽に利用していただける事

業を目指して、取組みを行っ

ていきたいと考えています。 
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■多面的機能支払・農地維持の地域活動支援

　▶3,571万円
■市民文化ホール・中央公民館の設計

　▶2億6,300万円
■吉田クロスカントリー競技場FIS公認の取組み

　▶80万円新
■なかさとアリーナでのスポーツイベント開催など

▶100万円新
■中山間地域の農業振興のための整備支援▶1,000万円新

■新規就農者への総合支援▶1,100万円

■新規就農者への施設整備などの支援▶670万円

■森林再生自伐林業家の育成▶100万円新

■園芸作物導入の複合営農促進▶1,345万円

■中山間地域等直接支払交付金▶4億9,500万円

■エコファーマー・有機農業者の支援▶200万円

■国宝出土地・笹山遺跡の学術調査▶3,100万円

■吉田クロスカントリー競技場で全日本スキー選手権

大会開催▶200万円新

■Ｊ１リーグチームキャンプ誘致・なでしこリーグ開

催など▶195万円

■クロアチアピッチのトイレ設置など▶3,500万円新

平成26年度 主な事業 平成26年度 主な事業

活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

注目のまちづくりPick Up Action

大地の芸術祭の里づくり・第６回展に向けての準備
１億7,058万円

　第６回展の開催準備などの業

務委託、既存作品の改修、外国

人誘客・受け入れパンフレット

作成、案内看板の整備、拠点施

設などの改修新、「大地の芸術

祭の里」ブランド化推進 新、

廃校舎・空家再活用新など

石井　晃
観光交流課芸術祭企画係

注目のまちづくりPick Up Action

■中里中心地域活性化の取組み▶600万円新
■松代地域「雲海」大規模改修▶2億2,768万円
■ミオンなかさとでの温泉トラフグ事業化支援

　▶974万円新
■おもてなし2020プロジェクト（外国語対応パンフ

レットなど作成）▶ 2,053万円新

■地場産品の売れる商品づくり・販路拡大など

　▶300万円新

■農業体験無料バス運行▶432万円

■越後妻有雪花火▶2,000万円

■キナーレ南側進入路整備▶ 4,510万円

■首都圏でのPRイベント開催など▶624万円

■十日町織物販路開拓（販売会）支援▶870万円

■ものづくり企業などのLED設置支援▶300万円新

■ものづくり企業などの雇用環境改善支援▶150万円新

■住宅リフォーム対策▶2,000万円

■雪冷熱エネルギー活用のデータセンター立地支援

　▶200万円新

■温冷可能なヒートポンプなど開発支援（緊急雇用）

　▶386万円新

■サルナシ加工品販売（緊急雇用）▶401万円新

ほかにもこんなことをします

　企業が市内で施設設備を新増設すると

きに、固定資産税の減免や各種助成金の

交付を行い、地域経

済の発展と、より多

くの雇用を生み出す

ことを目指します。

雇用拡大のための企業支援

3億715万円

　北陸新幹線の飯山駅と上越妙高駅の開

業による、飯山線とほくほく線の活性化

と誘客促進を目的とした観光戦略を打ち

出していきます。十日町市に降り立った

ときから始まるストーリー。ロマン溢れ

る取組みを実

現します。

奥信越ロマンレールプロジェクト

250万円

定住促進のための助成
325万円新

　過疎化や少子高齢化に伴う人

口減少に歯止めをかけ、「選ば

れて住み継がれる十日町市」の

実現に向けて、夫婦でＵ・Ｉ・

Ｊターンした世帯に定住・住宅

支援を行います。詳しくは、市

報３月25日号１ページ（表紙）

をご覧ください。

小林　秀幸
企画政策課協働推進係

ほかにもこんなことをします

　ＪＡ十日町と一体となって備蓄米・飼

料用米への取組みを支援します。また、

大豆やそばの集

団転作組織など

へ支援し、農業

所得の安定確保

を目指します。

水田利活用・自給力向上の取り組み

2,680万円

拠点施設整備・遊休施設等活用促進・にぎ

わい力アップ・まちなか住み替え促進新

　共同住宅などの整備、多様な世代が参

加できるにぎわい創

出の取組みを行い、

「暮らす人・訪れる

人・活動する人」の

増加を目指します。

中心市街地活性化の取組み

７億5,512万円

こちらも注目
こちらも注目

農舞台と花咲ける妻有 (photo by Osamu Nakamura）

モニターツアー
で 好 評 だ っ た

「ほんやら洞」

　来年はいよいよ大地の芸術祭の第６回

展の開催、回を重ねるごとに注目されて

います。自分たちの住んでいる地域を盛

り上げるためにぜひ参加してください。

　十日町市は、都会にはない四季折々の自

然や食の豊かさが魅力で、全国に誇れるま

ちです。この良さを理解してもらい、多く

の皆さんから定住してもらいたいですね。
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平成26年度 主な事業 平成26年度 主な事業
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た
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防災行政無線整備・新消防庁舎整備など
14億2,197万円

　防災行政無線（移動系）の整

備工事や、広域事務組合が実施

する新消防庁舎整備、消防救急

無線のデジタル化、新十日町病

院内に設置する十日町地域救急

ステーション整備などの費用の

負担をします。

注目のまちづくりPick Up Action

■地域中核病院周辺（アクセス道路・駐車場）整備

▶1,940万円
■川治・川西地域の流雪溝重点整備▶6,192万円
■地域おこし協力隊の活動▶6,894万円
■川西地域市営住宅建設▶1,950万円新
■松之山温泉バイナリー発電の温泉水利活用

　▶1億2,200万円新
■市内の看護師・理学療法士などの確保のための修学

資金貸与▶600万円

■消雪パイプ関連整備▶2億4,260万円

■克雪すまいづくり支援▶5,887万円

■52路線の道路整備▶8億5,040万円

■トンネル・舗装修繕工事▶2,050万円新

■エコクリーンセンター改修▶4億3,265万円

■電気自動車充電インフラ整備促進▶2,600万円新

■地中熱利用実証試験（吉田地区沖之原団地にて）

　▶187万円新

■食品リサイクル・紙おむつペレット化実験▶500万円

■地域防災計画の見直しなど▶1,293万円

■松代地域防犯灯LED設置（助成）▶400万円新

■松之山地域防犯灯LED化▶2,728万円

ほかにもこんなことをします

　太陽光発電、太陽熱利用、ペレットス

トーブに、新たに地中熱利用の助成（80

万円）を加えて、

環境にやさしい

まちづくりを進

めます。

再生可能エネルギー活用促進（助成）

 2,010万円

　市民の健康医療相談ニーズに対応する

ため、24時間年中無休、通話料・相談

料無料で健康

などの相談に

分かりやすく

アドバイスし

ます。

24時間電話健康相談開設

689万円新

入田　太
防災安全課防災安全係

注目のまちづくりPick Up Action

郵便局での証明書発行
384万円新

　市内の郵便局７か所で住民票

などの証明書を交付できるよう

にします。※一人暮らし高齢者

などへの声掛けによる安否確認

なども別事業で実施予定です

中澤まゆみ

樋口　正彰

市民生活課市民年金係

総務課情報システム係

■松之山支所庁舎移転▶5,390万円新
■人件費の抑制▶△1億5,093万円

■市債の繰上償還▶1億8,460万円

■土地開発公社貸付金▶5億9,300万円

■自治基本条例制定への取組み▶168万円

ほかにもこんなことをします

　市民が主役となって行うさまざまな活

動を支援する業務を市民活動ネットワー

クひとサポに委託します。

協働のまちづくりの取組み

515万円

　市内13の地域自治組織が地域の課題

解決のために取り組む事業に対して、交

付金で支援し

ます。

地域自治推進のための支援

6,838万円

こちらも注目
こちらも注目

写真提供：㈱三高土木 　地中熱利用を

追加しました！

注目

　とおかまちレポは、道路の穴ぼこや公園遊具の

破損などを、スマートフォンの写真で、投稿して

もらうもので、今年の３月から新たに始めた取組

みです。住みよいまちを共につくりませんか。皆

新消防庁舎完成イメージ図

●実施予定郵便局
　浦田郵便局・山平郵便局・室野郵便局・

倉俣郵便局・橘郵便局・仙田郵便局・
魚沼中条郵便局

さんの登録をお待ちして

います。※市報３月25

日号４ペ

ージをご

覧くださ

い

　災害や事故などから市民の皆さんの生

命や財産を守るため、今年もさまざまな

取組みを実施して、安全・安心なまちづ

くりを進めます。

　お近くの郵便局で、各種証明書の交

付ができ、便利になります。支所や本

庁まで来ることができない皆さんなど

から利用してもらいたいです。

　とおかまちレポ（平成25年度から実施）
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特別会計区分 平成26年度予算額 前年度対比

国 民 健 康 保 険 63億7,300万円 △2.5％

国 保 診 療 所 2億5,210万円  △20.7％

後 期 高 齢 者 医 療 5億4,580万円 1.8％

介 護 保 険 68億270万円 6.0％

簡 易 水 道 事 業 14億4,110万円 8.7％

下 水 道 事 業 32億6,410万円  1.5％

松之山温泉配湯事業 1,170万円 △63.6％

市民1人に使われる市のお金はどうなっているの？

民生費

140,583円 

農林水産業費

27,679円

土木費

81,704円 

災害復旧費

3,124円

総務費

60,538円 

労働費

893円

公債費

89,943円 

消防費

25,313円

教育費

49,584円 

議会費

3,749円

衛生費

41,234円 

予備費

865円

商工費

49,367円 

※人口は平成26年２月28日現在の住民基本台帳人口

平成26年度 予算 平成26年度 予算

地方交付税 
132.0億円
 〈39.7%〉

市債
36.4億円
〈10.9%〉

市税
59.4億円
〈17.9%〉

　依

存

財
源

　
自

主

財

源

　

　

30.1
％

69.9％

歳入
その他
1.2億円〈0.4%〉

※市民１人当たり、約57万円

総額　332億3,200万円

国庫支出金
29.3億円〈8.8%〉

県支出金
22.6億円〈6.8%〉

地方譲与税
3.8億円〈1.2%〉

地方消費税交付金
6.9億円〈2.1%〉

使用料その他
11.6億円〈3.4%〉繰入金

9.6億円〈2.9%〉

諸収入
19.5億円〈5.9%〉

一般
会計

歳入

民生費
81.3億円
〈24.5%〉

公債費
52.0億円
〈15.7%〉

土木費
47.3億円
〈14.2%〉

総務費
35.0億円
〈10.5%〉

教育費
28.7億円
〈8.6%〉

商工費
28.6億円
〈8.6%〉

消防費
14.6億円〈4.4%〉 議会費その他

5.0億円〈1.5%〉

歳出
（目的別）

農林水産業費
16.0億円〈4.8%〉

衛生費
23.8億円〈7.2%〉

※市民１人当たり、約57万円

総額　332億3,200万円

一般
会計

歳出

固定資産税
30.2億円
〈51.0%〉

市民税
20.1億円
〈34.0%〉

市税

［市税の内訳］

※市民１人当たり、約10万円
※滞納繰越分を含まず

市税総額　59億2,130万円

入湯税
0.5億円〈0.8%〉

都市計画税
1.2億円〈2.0%〉

軽自動車税
1.5億円〈2.6%〉

市たばこ税
5.7億円〈9.6%〉

市債残高

基金残高

0

600

800
（億円）

200

100

H17 H21H19 H23 H25

735 741
717 729 746 747

45 49

84
103 105

H26

95

借入金と貯金はどうなっているの？

地方債残高 基金残高

　地方債とは、市町村が国や銀行

などの金融機関から長期に借りる

お金です。

　本年度は一般会計と特別会計を

合わせて51億7,800万円を借り入

れ、66億9,023万円を返済する見

込みです。このうち26億円程度

が交付税として国からもらえま

す。26年度末の残高は747億24

万円の見込みです。

　市の貯金に当たる積立基金の残

高は、一般会計と特別会計を合わ

せて平成26年度末で95億1,198

万円の見込みです。一般会計では

財政調整基金や減債基金のほか、

地域振興基金など24の目的別基

金があるほか、４つの特別会計基

金があります。

〈　　〉：構成比率

574,531円（一般会計分）
地方債残高と基金残高の推移

人口57,842人

地方債
残高

基金
残高

■一般会計　332億3,200万円

　（前年度対比2億2,100万円、△5.7％の減）

■総　　額　519億2,250万円

　（前年度対比17億1,280万円、△3.2％の減）

■一般会計　357億324万円

　（前年度対比4億5,024万円、1.3％の増）

平成26年度予算

　単年度予算だけで比較をすると前年度よりも

減少していますが、国の補正に伴う平成25年

度３月補正予算額を加えると前年度予算よりも

1.6％の増となっています。この３月補正予算

は、26年度に繰り越され有効に利用されるこ

とになりますので、新年度は25年度を上回る

規模の予算であるといえます。

総額 544億9,042万円
　（前年度対比8億5,512万円、1.6％の増）

平成₂₆年度予算▶
（３月補正分を加えた額）

３月補正を含まない額を円グラフにします



議　会 議　　事　　係
庶　　務　　係　

☎757-3119

家屋資産税係
土地資産税係　

☎757-3728

市　民　税　係　☎757-3716
管 理 収 納 係　☎757-3113

税　務　課

交 通 防 犯 係
防 災 安 全 係　

☎757-3197防災安全課

契 約 検 査 係　☎757-3114
管　　財　　係　☎757-9914
財　　政　　係　☎757-3114

財　政　課

行 政 管 理 係　☎757-9913
情報システム係　☎757-3196
市役所改革推進係
人　　事　　係　☎757-9787

総　務　課

協 働 推 進 係　☎757-3693

企 画 政 策 係　☎757-3193
広 報 広 聴 係　☎757-3112

秘　　書　　係　☎757-3111

企画政策課

建 設 推 進 係　☎757-3187

発 達 支 援 係　☎752-7270

成 人 保 健 係　☎757-9764
国民健康保険診療所

母 子 保 健 係　☎757-9759
健康支援課

衛 生 業 務 係
環 境 企 画 係　☎752-3924環境衛生課

保　　育　　園
保　育　園　係　☎757-9169

子育て支援係　☎757-3719
子育て支援課

国　　保　　係　☎757-3735

市 民 年 金 係　
☎757-3116

　　　　　　　　☎757-3748
　　　　　　　　※年金関係

市民生活課

おとしより相談係　☎757-9758）
介 護 保 険 係　☎757-3757
援　　護　　係　☎757-9739
障がい福祉係　☎757-3782
高 齢 福 祉 係　☎757-9758

福　祉　課

市

　長
▼
関
口

　
　史

議会事務局長▶宮　正朗

出　　納　　係　☎757-3708

下　水　道　係　☎757-3141
水 道 維 持 係　☎757-3138
水 道 建 設 係　☎757-3137
事　　務　　係　☎757-6531

上下水道局

地 籍 調 査 係　☎757-3342
建 築 住 宅 係　☎757-9935

都市計画課

用　　地　　係　☎757-9946

維　　持　　係　☎757-9932
信濃川清津川対策係　☎757-3198

土　　木　　係　☎756-5012
監　　理　　係　☎757-3117

建　設　課

　☎757-3691
中心市街地
　活性化推進係

芸術祭企画係　☎757-2637
観 光 企 画 係　☎757-3100

観光交流課

林 政 農 災 係　☎757-9917
農 地 整 備 係　☎757-9926
農 業 振 興 係　☎761-7144
農 業 企 画 係　☎757-3120

農　林　課

産業政策課
営 業 戦 略 係　☎757-3740
商 工 振 興 係　 消費生活相談
産 業 企 画 係　☎757-3139

都 市 計 画 係　
☎757-9937

　　　　　　　　☎757-3150
　　　　　　　　※区画整理関係

支所長▶柳　利彦

地 域 振 興 係　☎597-2220

市　民　課 市　　民　　係　☎597-2221

上 下 水 道 係 
建 設 克 雪 係　☎597-2222
農 業 振 興 係

地域振興課

農林建設課

支所長▶貴田幸吉 市　民　課 市　　民　　係　☎768-4956

地域振興課 農 林 建 設 係
地 域 振 興 係　

☎768-4951

支所長▶江口　登
市　民　課

地域振興課 農 林 建 設 係　☎763-2510
地 域 振 興 係　☎763-2511

　　　　　　　　☎763-3121
　　　　　　　　※健康・子育て関係

市　　民　　係　
☎763-2513

支所長▶本山敏雄

松代支所

川西支所

建設部

産業観光部

中里支所

松之山支所

　 　 　 　 　　☎596-3134
　　　　　　　　※商工観光関係

地 域 振 興 係　
☎596-3131

市　民　課

地域振興課

農 林 建 設 係　☎596-3132

　　　　　　　　☎596-3152
　　　　　　　　※戸籍・住基・税務関係

市　　民　　係　
☎596-2169

部長▶渡辺正範

部長▶東　佑亮
技監▶池田克也

部長▶大津善彦
総務部

部長▶髙橋德一
市民福祉部

川西診療所（所長▶遠藤信也）　　　☎768-2034
倉俣診療所（所長▶大石　晋）　　　☎763-2147
室野診療所（所長▶大石　晋）　　　☎598-2101
松之山診療所（所長▶登坂尚志〈嘱託〉）　☎596-2240

（課長▶重野健一）

（課長▶渡辺健一）

（課長▶柳　　久）

（課長▶中村　亨）

（課長▶押木　仁）

発達支援センター
（センター長▶春日弘之）

地域中核病院建設推進室
（室長▶長谷川義明）

（課長▶樋口幸宏）

（課長▶蔵品茂昭）

（課長▶越村範子）

（課長▶水落久夫）

（課長▶村山一男）

（局長▶森　　治）

（課長▶桾澤伸司）

（課長▶庭野和浩）

（課長▶渡辺盛一）

（課長▶齋木　修）

（課長▶鈴木政広）

（課長▶星名和幸）

（課長▶貴田幸吉）

（課長▶佐藤　功）

（課長▶本山敏雄）

（課長▶吉楽重敏）

（課長▶江口　登）

（課長▶柳　利彦）

（課長▶小野塚勝男）

（課長▶中島一男）

副
市
長
▼
村
山

　
　潤

中心市街地活性化推進室
（室長▶藤巻　裕）

会　計　課
（会計管理・課長▶齋木和子）
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成26年４月10日号11

　市役所では、現在市が進めてい

る事業や定員適正化の推進によ

り、組織の編成を実施しています。

平成26年度は、右記のとおり組

織を変更し、図のとおりの機構で

まちづくりを進めます。

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です
市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください
本庁および本町分庁舎内の各課へは代表者番号☎757-3111からも取り次ぎできます

総　務　部

・企画政策課秘書広報係を秘書係と広報広聴係に再編

市民福祉部

・発達支援センターに発達支援係を新設

教育委員会

・学校教育課学事係および小中一貫教育推進係を小中

一貫教育係として再編

・スポーツ振興課庶務係をスポーツ振興係に統合

組織の
変更点

平成26年度 十日町市の組織・機構をお知らせします

十日町市の組織・機構

● ● ● ● ●問合せ：総務課人事係☎757-9787
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成26年４月10日号13

Pick
Up 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です

市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください
本庁及び本町分庁舎内の各課へは代表者番号☎757-3111からも取り次ぎできます

安
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）

　３月28日㈮、 市役所で平成25年度十日町市褒賞表彰式が行われ、40人が褒賞

を受賞しました。長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功績が認め

られたものです。皆さん、おめでとうございます。 (敬称略)

自
治
功
労

保
健
衛
生
功
労

交
通
安
全
功
労

防
災
功
労

統
計
功
労

寄
附
功
労

教
育
文
化
功
労

体
育
功
労

産
業
振
興
功
労

福
祉
功
労

平成25年度 十日町市市政功労者表彰 おめでとうございます

十日町市市政功労者表彰

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課秘書係☎757-3111

 課長▶林　克宏
 指導管理主事
　　 ▶島田敏夫

博　　物　　館

文　化　財　課

森の学校キョロロ

（☎757-5531）

教育センター

理科教育センター

学校給食センター

（☎756-5011）

（☎752-4632）

小学校・中学校・ふれあいの丘支援学校

業務係（☎595-8311）

中 条 公 民 館（☎752-2748）
川 治 公 民 館（☎752-2223）
飛 渡 公 民 館（☎759-2032）
吉 田 公 民 館（☎752-2874）
下 条 公 民 館（☎755-2004）
水 沢 公 民 館（☎758-3101）
川 西 公 民 館（☎768-2308）
中 里 公 民 館（☎763-2493）
松 代 公 民 館（☎597-2301）
松之山公民館（☎596-2265）

業　　務　　係（☎757-5011）中 央 公 民 館

スポーツ振興課 スポーツ振興係（☎756-5013）

教 育 総 務 課

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課 文 化 振 興 係
社 会 教 育 係（☎757-8918）

教
育
委
員
会

教
育
長
▼
蔵
品

　泰
治

▼
富
井

　敏

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

庶　　務　　係（☎757-3118）
教 育 施 設 係　　　　　　　

小中一貫教育係（☎757-3336）
指導管理主事・指導主事（☎757-9957）

文化財保護係
埋蔵文化財係（☎756-5015）

情　　報　　館 （☎750-5100）

視聴覚ライブラリー

（教育センター長）　

（理科教育センター長）

（学校給食センター長）

（情報館館長）

（館長▶南雲和幸） （☎750-5101）

選挙管理委員会事務局 （☎757-3191）選挙管理委員会

監査委員事務局 （☎757-3692）監　査　委　員

農業委員会事務局農 業 委 員 会

水　道　事　業

松 代 事 務 所（☎597-2222）
松之山事務所（☎596-3132）

十日町事務所（☎757-3286）
川 西 事 務 所（☎768-4951）

庶務係・農地係（☎763-2515）

下　水　道　係（☎757-3141）
水 道 維 持 係（☎757-3138）
水 道 建 設 係（☎757-3137）
事　　務　　係（☎757-6531）

上 下 水 道 局

（課長▶南雲和幸）

（課長▶髙橋義孝）

（館長▶南雲和幸）

（局長▶市川健司）

（局長▶市川健司）

（監査委員事務局兼務）固定資産評価審査委員会

（局長▶高橋良一）

（局長▶森　　治）

（課長▶佐野芳隆）

（館長▶佐野芳隆）
（館長▶村山　暁〈嘱託〉）

（課長▶村山一栄）
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●問合せ：中心市街地活性化推進室☎757-3691

まちなかステージづくり通信 vol.
2

　立川市の旧庁舎を改修（リノベーション）した施設で、平成25年にオー

プンしました。改修工事が始まる前から、市民や活動団体が参加したワーク

ショップで「どのように活用したいか」「どんな施設になるといいか」など

を話し合い、出された意見は設計にも反映されました。

　子育て支援、文化芸術活動・市民活動のサポート機能を備え、さまざまな

分野の団体が主体的に活動していて、市民活動コーディネーターが、活動団

体の企画サポートや団体間の調整などを行ないながら運営しています。

　今年３月にオープンした日本一高いビルです。百貨店ビ

ルですが、市民や活動団体との結び付きで新しい人の流れ

をつくり出すことを目指しています。

　「CSR」と呼ばれる市民ボランティアチームが、市民や

活動団体がプログラムを実施する際の準備や情報発信など

のサポート役を担っていて、ここでも、団体間などの調整

を担うコーディネーターが活動しています。

立川市子ども未来センター

あべのハルカス近鉄本店

Topics

　どちらも、使い手である市

民や活動団体が主体的に企画

運営していて、まちなかステ

ージづくりが目指しているこ

とと似ていますね。

デザイン勉強会メンバー
本山　実里さん

コンセプトブック完成「まちなかで楽しむ。それがまちを変える。」

　
ま
ち
な
か（
中
心
市
街
地
）

を
ス
テ
ー
ジ
に
見
立
て
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
機
能
が

点
在
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
を

訪
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
を

目
指
し
た
取
組
み
で
す
。
拠

点
施
設
の
整
備
な
ど
を
、﹁
ま

ち
の
使
い
手
﹂
で
あ
る
市
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
十
日

町
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ
ま
す
。

　
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
�

ッ
プ
を
整
理
・
反
映
し

な
が
ら
、
取
組
み
の
指

針
と
な
る
﹁
コ
ン
セ
プ

ト
ブ
ッ
ク
﹂
や
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
の
実
施
設
計
者
を

選
ぶ
﹁
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

実
施
要
綱
﹂
の
案
を
作

成
し
ま
し
た
。

ま
ち
な
か

ス
テ
ー
ジ

づ
く
り

ま
ち
な
か

ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
と
は

　
ま
ち
な
か（
中
心
市
街
地
）

　
ま
ち
な
か（
中
心
市
街
地
）

　
ま
ち
な
か（
中
心
市
街
地
）

ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
と
は

※このコーナーは、不定期で連載します

◆日　時＝３月２日㈰午後１時30 分〜４時

◆会　場＝市役所

◆参加者＝37人

◆内　容＝ ● コンセプトブック（案）の説明

メインコンセプト「まちなかで楽しむ。それがまちを変える。」

サブコンセプト「つくる楽しさ」「つながる楽しさ」

　　　　　　　　「つづける楽しさ」 「みつける楽しさ」

 ● 事例紹介

立川市子ども未来センタープロジェクト（東京都立川市）

あべのハルカス近鉄本店プロジェクト（大阪市）

 ● ワーク「まちなかで活動するために大事なこと・必要なこと」

・前回ワークショップのテーマ「まちなかで楽しい活動をつく

　ろう」から出た意見を、10の活動テーマに整理しよう！

・「まちなかでこれから活動する場合に“大事なこと”“必要な

　こと”」について意見交換しよう！

第３回 ワークショップ

世代を問わず、全員が熱を持って参加していたので有意

義だった／もっと、魅力発見の時間が多くほしかった／

いろいろな人と話をする中で、自分が知らないことや、

考え方の違いを知ることができた／山地に住んでいるの

で、まちなかの知らないことが多いと気付いた／自分一

人では考えつかない意見が大勢で話すと出てくる／暗く

て人通りがなく寂しいと思っていた十日町が、とても楽

しいまちになりそうな予感がしてうれしかった／イベン

ト関係のアイデアが多く出ていることにびっくりした。

具体化したいものも沢山ありました／年配の人がカタカ

ナ言葉は分からないと言っていたので、誰でも分かる言

葉で進めて欲しい／敷居を低くすることが大事かもしれ

ません／だんだんみんなが慣れてきて、仲間みたいな雰

囲気が感じられて面白いなと思った／楽しむことが大切

だと思い出しました

　　　　地域の課題を「人と人のつながりを通じ

て自分たちの力で解決する」コミュニティデザイ

ンに取り組んでいる山崎亮さんから、「まちなか

ステージづくり」への講評をもらいました。

★発表の中で「オシャレ」「楽しい」などのフレ

ーズが印象的でした。

★「まちを楽しくしていくためには、オシャレで、

自分たちがワクワクするものでないとやる気が

出ない」ということは、皆さんに共通している

と思います。

★皆さん自身が生活を楽しいも

のにしていく努力を続けれ

ば、日常が楽しくなるはずで

す。仲間を集めて、どんどん

楽しいものになるようにして

いきましょう！

ワークショップに参加した
皆さんの声（抜粋）

㈱studio-L代表　山崎　亮さん

講 評
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基
本
設
計
業
務
委
託

契
約
締
結
�
作
業
開
始

　　
　
　
　
　
基
本
設
計
完
了
�
引

き
続
き
実
施
設
計
業
務
委
託
契

約
締
結
�
平
成
27
年
３
月
31
日

実
施
設
計
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　
本
体
工
事

　
　
　
　
外
構
工
事

　
　
　
　
　
開
館

　
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
当

た
り
市
民
か
ら
意
見
を
も
ら
う

機
会
を
つ
く
り
ま
す
。ご
意
見
・

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

◎
最
優
秀
提
案
者

　
梓
・
塚
田
設
計
共
同
企
業
体

○
次
点
者

　
新
居
千
秋
都
市
建
築
設
計
・S

a
lix

&

　A
sso

cia
te

s,A
rch

ite
cts

（
仮
称
）
十

日
町
市
市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町
市

中
央
公
民
館
設
計
共
同
体

　(

仮
称)

十
日
町
市
市
民
文
化
ホ
�
ル
・
十
日

町
市
中
央
公
民
館
設
計
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
�

ザ
ル
の
実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

こ
れ
か
ら
の
予
定

３
月
14
日

５
月
15
日

29
年
度

29
年
度
秋

27
年
度
�
28
年
度

❶
植
物
ク
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
第
３
土
曜
日
の
午
後

・
市
内
の
植
物
調
査
（
キ
�
ロ
ロ

花
ご
よ
み
調
査
）

・
キ
ノ
コ
観
察
会

❷
古
文
書
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
第
4
土
曜
日
の
午
後

・
十
日
町
市
と
周
辺
地
域
に
残
さ

れ
た
古
文
書
を
解
読
し
当
時
の

歴
史
世
相
を
知
る

❸
い
し
ぶ
み
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
第
４
金
曜
日

・
各
地
の
い
し
ぶ
み
と
遺
跡
な
ど

の
探
査

❹
歴
史
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
第
3
木
曜
日

・
歴
史
資
料
や
物
語
を
読
み
解
き

な
が
ら
歴
史
の
見
方
・
考
え
方

を
学
ぶ

❺
方
言
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
第
2
日
曜
日

・
十
日
町
の
暮
ら
し
と
言
葉
の
関

わ
り
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

言
葉
に
つ
い
て
学
ぶ

❻
考
古
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
不
定
期

・
各
地
の
博
物
館
見
学
（
年
1
回
）

や
各
種
研
究
会
へ
の
参
加

❼
近
代
史
グ
ル
ー
プ
︵
世
界
遺
産

を
学
ぶ
会
︶

●
定
例
会
＝
第
3
土
曜
日
の
午
後

・
世
界
遺
産
に
至
る
過
程
と
現
在

の
保
存
状
況
や
観
光
客
数
の
現

状
を
学
ぶ

❽
お
り
も
の
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
不
定
期

・
十
日
町
の
織
物
に
つ
い
て
学
ぶ

・
博
物
館
所
蔵
織
物
の
管
理
補
助

❾
民
俗
グ
ル
ー
プ

●
定
例
会
＝
現
在
休
止
中

　
博
物
館
友
の
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
�
今
年
は
創
設
35
周
年
を
迎
え
�
８
０
０
人
を

超
え
る
会
員
が
博
物
館
を
舞
台
に
活
動
し
て
い
ま

す
�
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
�

●
博
物
館
入
館
料
無
料
︵
３

０
０
円
↓
無
料
︶

●
友
の
会
た
よ
り
﹃
火
焔
﹄

の
配
布
︵
年
3
回
︶

●
県
内
外
の
文
化
財
め
ぐ
り

︵
年
2
回
︶

●
研
究
グ
ル
�
プ
へ
の
参
加

●
博
物
館
と
友
の
会
行
事
へ

の
参
加
案
内

●
博
物
館
と
友
の
会
の
出
版

物
の
案
内

●
雪
ま
つ
り
博
物
館
ひ
ろ
ば

で
観
光
客
と
の
ふ
れ
あ
い

こ
ん
な
研
究
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
�

いろんな
特典が

いっぱい

■
一
般
会
員
年
会
費
�
千
円

■
賛
助
会
員
年
会
費
�
五
千
円

文化を盛り上げ、にぎわいを生むための設計を進めます

（仮称）十日町市市民文化ホール・十日町市中央公民館基本設計業者が決定

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課文化振興係☎757-8918

「へぇ～！」がいっぱい、仲間もいっぱい、学びを楽しもう

十日町市博物館友の会会員募集

● ● ●問合せ ● 博物館☎757-5531
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　本コーナーに掲載する写真を募集します。皆さんの思い出をぜひ市報で

紹介しませんか。応募をお待ちしています。

 募集する写真の条件

・市内で撮影した昭和時代の写真で、現在と時代の違いを感じられるもの

・いわゆる記念写真ではなく、日常の生活・風景を撮影したもの

・広く公開されることで被写体である人物の人権を損害しないもの

・公序良俗に反しないもの

 応募方法

　　現像した写真または専用機器でスキャニングした写真もしくはフィル

ムのデータに、住所・氏名・連絡先・タイトル・写真の説明を明記した

ものを添えて、持参・郵送（データのときは電子メール［koho@city.

tokamachi.lg.jp］可）のいずれかで企画政策課広報広聴係まで

問企画政策課広報広聴係☎757-3112

昭和の薫り漂う写真募集！

　
３
年
に
１
回
開
催
す
る
世
界
最
大

級
の
国
際
芸
術
祭
﹁
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
﹂。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
、

大
地
の
芸
術
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
﹁
こ
へ
び
隊
﹂
と
﹁
地
元
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂
の
皆
さ
ん
で
す
。
彼
ら
の
活

動
は
、
芸
術
祭
の
会
期
中
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　
大
地
の
芸
術
祭
の
活
動
の
枠
を
超

え
、年
間
を
通
し
、越
後
妻
有
の
人
々

の
暮
ら
し
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
彼

ら
は
、
今
や
こ
の
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、そ
ん
な﹁
こ

へ
び
隊
﹂
と
﹁
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　﹁
大
地
の
芸
術
祭
の
里
・
十
日
町

市
﹂
を
新
た
な
角
度
か
ら
見
つ
め
る

べ
く
、
彼
ら
の
熱
い
思
い
に
迫
り
ま

す
！
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

２
０
１
５
年 

第
６
回
展
に
向
け
て

　

サ
ポ
ー
タ
の
奮
闘
を
紹
介
し
ま
す
！

　４月から消費税が５パーセントから８パーセントに引き上げられまし

た。このため日常生活への影響を緩和するため、国では低所得者層を対

象に臨時福祉給付金を、子育て世帯を対象に子育て世帯臨時特例給付金

を支給します。

対　 象　 者

平成26年度（平成25年中の所得に対する）市民税非

課税者

※市民税課税者の扶養親族になっている人、生活保

護を受給している人は対象になりません

※対象者のうち、老齢・障害・遺族年金受給者、児

童扶養手当、特別障害者手当など各種手当受給者

は加算対象者です

給　 付　 額 １万円（加算対象者には１人5,000円が加算されます）

問　 合　 せ 福祉課援護係☎757-9739

■臨時福祉給付金

支 給 対 象 者

次のどちらの要件も満たす人

・平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給

・平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満

※平成25年の所得で特例給付と認定されたときは、

支給対象外となります

　（特例給付とは児童１人当たり月額一律5,000円が

支給されることをいいます）

対 象 児 童

支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付

の対象となる児童

ただし、次の児童は対象外です

・「臨時福祉給付金」の対象となる児童

・生活保護制度の被保護者にあたる児童

給　 付　 額 対象児童１人につき１万円

問　 合　 せ 子育て支援課子育て支援係☎757-3719

■子育て世帯臨時特例給付金

申　 請　 先 平成26年１月１日時点の住民登録地の市区町村窓口

申請受付期間

７月から９月末を予定

※平成26年度市民税が確定後、準備が整い次第受け

付けます

そ　 の　 他

・申請期間外の申請は受け付けられません

・申請期間などは、各市区町村により異なります。

事前にその市区町村に問い合わせるか、ホームペ

ージなどで確認してください

・市報６月10日号で、支給対象者が判断できる判定

フローチャートや詳細を掲載する予定です

■共通事項

消費税の引き上げに伴い、生活への負担軽減を支援します

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

● ● ● ● ●問合せ：それぞれに記載

１



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　園児たちが飼育していた

クロアゲハが見事な姿を見

せました。幼虫のときに飼育

箱から逃げ出しましたが、机

の下できれいに羽化したと

ころを先生が発見。逃げたと

思っていた園児たちは大喜

び。図鑑と比べながら、大き

な羽を興味深く観察してい

ました。

　この日は、松代の奴奈川地区のお年寄り

を対象に、市内で唯一の男性インストラク

ター小山友誉さんの指導で、骨を健康にす

るための健骨体操が行われました。参加し

た皆さんは小山さんの話をしっかり聞き、

ときに笑顔を浮かべながら明るく楽しそ

うに体を動かしていました。

うわ～、春はまだなのにちょうちょだ～

３月12日㈬：千手保育園

楽しみながら骨を健康に

3月28日㈮：まつだい芝峠温泉　雲海

　「森の学校」キョロロでは、妻有地域の自

然環境や文化・歴史に関する活動報告・成果

発表会を開催し、市民団体や個人の皆さんを

代表して、４組が成果を発表しました。市内

外 か ら50人

を超える参加

があり、活発

な質問や意見

交換が行われ

ました。

　世田谷区と協同開発した「豚とろ丼」が松

代地域の「山ノ家」でメニューに加わりまし

た。雪の中で保存した大蔵大根（世田谷区提

供 ）、 妻 有 ポ ー ク、

コシヒカリで絶妙な

味わいを楽しめま

す。すでに「まつだ

い里山食堂」では人

気メニューとなって

いて、２店での味比

べも楽しめます。

　土堰堤の桜並木。蕾の様子を眺めていたら、同じよ

うに芽吹きを待っていたウソが美味しそうに膨らみ始

めた蕾をついばんでいました。気持ちは分かるけど半

分くらいは残しておいてほしいものです。

（ 関口鈴子さん）

　バイアスロンでソ

チ五輪に出場した中

島由貴選手が母校で

その技術を披露しま

した。その後の講演

会では、ソチ五輪で

の出来事、小・中学

校時代の話などさま

ざまな話題で盛り上

がり、児童は地元から誕生したオリンピック選手を

前に目を輝かせていました。

第６回つまり市民里山学会を開催

３月８日㈯：情報館

世田谷産の大根を使用した豚とろ丼が人気です

３月20日㈭：まつだい里山食堂

春をいただきます

３月９日㈰：市内

中島由貴選手が母校を訪問

3月12日㈬：貝野小学校

最後の卒業式・卒園式、多くの子どもたちが成長し巣立っていきました

　今年の卒業式で139年の歴史に幕を閉じる

ことに。この日の卒業生５人は、卒業証書を

授与された後、将来への抱負を話しました。

３月20日㈭：松里小学校

３月20日㈭・21日（春分の日）：孟地・奴奈川・松里小学校、北原保育園

　36年の歴史とともに閉園する北原保育園。

今年の卒園児６人を含め、開設以来344人の

園児が巣立っていきました。

３月21日（春分の日）：北原保育園

　最後の卒業生は５年生から最高学年として

引っ張ってきた２人。式では児童と先生で作

詞作曲したオリジナルソング「卒業式の歌」

が歌われました。卒業生、在校生、先生それ

ぞれの思いが込められた歌に、保護者の皆さ

んは涙を拭きながら聞き入っていました。

３月20日㈭：奴奈川小学校

　在校生19人に見守られながら最後の卒業

生５人は、会場いっぱいに広がる声で自分の

夢を披露しました。卒業とともに139年の歴

史に幕が閉じました

３月20日㈭ ：孟地小学校

※大蔵大根が無くなった
後は市販の大根での提
供となります

まつだい里山食堂の豚とろ丼

※本記事は曽根
尚吾さん（県
立松代高校２
年）が取材し
ました
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身
近
な
動
物
で
す
が
、
意
外
と

知
ら
な
い
こ
と
は
多
い
も
の
。
少

し
の
勉
強
で
、
犬
や
猫
と
の
暮
ら

し
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

【
猫
の
飼
い
方
教
室
・
お
悩
み
相

談
】

日
４
月
13
日
㈰
・
５
月
11
日
㈰
・

６
月
８
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

日
４
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

４
時
※
受
付
１
時
～

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
（
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
）
な
ど

卒
業
予
定
者
、
平
成
24
年
３
月

以
降
大
学
な
ど
卒
業
者
（
卒
業

後
３
年
以
内
）

内
市
内
・
津
南
町
の
企
業
の
求
人
・

　
東
京
十
日
町
会
の
皆
さ
ん
と
山

菜
を
味
わ
い
、
交
流
し
ま
す
。

日
5
月
10
日
㈯
正
午
～
午
後
2
時

30
分
※
受
付
午
前
11
時
30
分
～

会
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

第
12
回

山
菜
と
田
舎
ご
っ
つ
ぉ
を
味
わ
う
会

学
生
向
け
合
同
求
人
・
企
業
説
明
会

十
日
町
地
域
就
職
フ
ェ
ア

犬
・
猫
の
飼
い
方
教
室

重
野
桂
二
作
品
展

企
業
内
容
説
明
※
参
加
企
業
は

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
更

新
他
参
加
費
・
事
前
申
し
込
み
不
要

持
自
己
紹
介
カ
ー
ド
（
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
ま
た

は
履
歴
書

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
学
卒
担

当
（
☎
７
５
７

�

２
４
０
７
）

　
身
近
な
風
景
や
静
物
を
描
い
た

版
画
・
水
彩
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
４
月
19
日
㈯
～
５
月
30
日
㈮
午

前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
※
最

終
日
は
４
時
ま
で

会
本
町
分
庁
舎

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

�

８

９
１
８
）

　
市
出
身
作
家
の
、
雪
解
け
時
期

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

髙
橋
和
義
展　

開
催
中

第
1₄
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
α
お
さ
ら
い
会

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
（
フ
ル
ー
ト
）
＋
α
（
ピ

ア
ノ
ほ
か
）
の
演
奏
会
で
す
。

日
４
月
27
日
㈰
午
後
２
時
～

会
市
民
会
館

￥
無
料

●
曲
目
＝
﹁
春
が
来
た
﹂﹁
白
い

ブ
ラ
ン
コ
﹂﹁
年
下
の
男
の
子
﹂

﹁
旅
人
よ
﹂
ほ
か

問
大
渕
（
☎
０
９
０
―
４
０
５
３

―
４
４
５
５
）

広告掲載

の
ふ
る
里
を
描
い
た
作
品
で
す
。

日
５
月
16
日
㈮
ま
で
午
前
８
時
30

分
～
午
後
９
時

会
本
町
分
庁
舎

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

【
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
】

日
４
月
20
日
㈰
・
５
月
18
日
㈰
・

６
月
15
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

〈
共
通
〉

￥
無
料

定
先
着
80
人

会
・
申
・
問
新
潟
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（
長
岡
市
・
☎
０
２
５

８

�

21

�

５
５
０
１
）

・精密金型製造  
・十日町市干溝  
・従業員７人  
・☎763-4421  
　品質・スピード・信頼性の向上に努め、お客様に
アイデアと技術を提供します。

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

■㈲新潟大成

求人
あり

毎
日
が
充
実
。
お
客
様
の
満
足

度
を
高
め
ま
す

村
山
さ
ん
―
金
型
は
一
つ
の
製
品
を
作

る
た
め
に
、
い
く
つ
か
を
組
み
合
わ
せ

て
利
用
し
ま
す
。
効
率
的
な
金
型
の
組

み
合
わ
せ
方
法
を
お
客
様
の
立
場
に
な

っ
て
設
計
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す鈴
木
さ
ん
―
金
型
の
接
合
部
の
密
着
性

は
、
お
客
様
の
製
品
の
品
質
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
流
し
込
む
樹
脂
に
よ
っ

て
は
1
０
０
０
分
の
７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
誤
差
で
も
、
不
要
な
部
分
が
出
来
て

し
ま
う
の
で
、
よ
り
精
密
な
金
型
の
製

作
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
山
さ
ん
―
在
学
中
に
学
ん
だ
知
識
を

生
か
せ
る
と
考
え
入
社
し
ま
し
た
が
、

よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術
が
必
要
で
し

た
。
お
客
様
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
、
そ
の
要
望
を
可
能
な
限
り
か
な
え

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
―
年
間
を
通
し
て
忙
し
い
日

々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
自
社
で
し
か

製
作
で
き
な
い
金
型
を
担
当
す
る
こ
と

も
あ
り
充
実
し
て
い
ま
す
。

評
価
さ
れ
る
こ
と
で
仕
事
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す

村
山
さ
ん
―
お
客
様
か
ら
の
依
頼
の
中

に
は
、
製
作
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
か
ら
改
善
点
な
ど
を
提

案
し
て
そ
の
金
型
が
製
作
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
お
客
様
か
ら
感
謝
さ
れ
た
と

き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
―
メ
ガ
ネ
型
ル
ー
ペ
ー
の
金

型
を
製
作
し
た
と
き
に
、
お
客
様
の
と

こ
ろ
へ
出
向
い
て
作
業
を
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
ど
お
り
に
曲
線
が
表
現
さ

れ
、
手
で
触
れ
た
感
触
が
滑
ら
か
な
製

品
が
自
分
の
金
型
で
出
来
上
が
っ
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
客
様
の
立
場
を
考
え
て
良
質

な
金
型
を
送
り
出
し
ま
す

　県外で就職後に、地元に戻り入社して４年目。プ
ラスチック製品を製造するための金型の繊細な加工
と仕上げを担当。

鈴木　尚哉さん（角間・30歳）

　高校卒業後に入社して９年目。コンピューターを
利用して自社で製造する金型を３次元で図面化する
設計業務を担当。

村山　陽介さん（伊達１・27歳）

第七回豪雪ＪＡＭへご協力いただいたみなさま

　今年は開催することができず多方面にご迷惑おかけいたしました。 
　今回中止に至った経緯を説明します。出演アーティスト全7組中、首都圏5組、関西から2組の移動手段について、降雪に伴い交通手
段を変更するなどの策を講じましたが、出演者は各自の家からも出られない状況でした。加えて、首都圏からのお客様と合計７台のツ
アーバスは出発する事さえ出来ない状態でした。会場まで来られない事を把握していながら開催することは、我々の姿勢・目的から大
きく外れる事になります。払い戻し等の金銭的な負担が増えても中止を選択する事で、今後に繋がり、また応援して下さると信じてこ
のような決断をいたしました。せっかくご協賛頂いたイベントを開催することが出来ず申し訳ありませんでした。今回のご協賛につき
ましては、今後も継続していく豪雪JAMへの協賛であるという意向を確認させていただきましたので、今年のキャンセル対応の費用、
来年の開催へ向けての費用に使わせて頂きます。 今後とも、ご協力並びにご協賛賜ります様よろしくお願い申し上げます。 

協賛いただいたみなさま：SOREL キリンビール㈱ NPO法人にぎわい ブライダルコレクション装宴 ㈱
十日町自動車学校 ㈱松乃井酒造場 ㈲志天（志天、丸天） あさだ皮フ科 魚沼酒造㈱ エムクルー ㈱岡村
自動車 くまくま堂接骨院 ㈱小嶋屋総本店 サバス DINNING SIMIZU ㈲高長醸造場 タナカクマキチ。 ㈲
ティエム工芸 豊吉 博榮自動車販売㈱ studio HATOYA ㈱ぴっとランド 二ツ屋温泉鷹の湯 ㈱ベストライ
フ HOTEL SIMIZU 真霜工業 宮幸酒店 むらけん モダン食堂KICHI 旅館清水屋 LOOP hair カネコ写真館 と
んこつ小川 ロードマン 朝日堂 衣料のかみしん 浦佐Mt.LAB ヱビスヤ omake 割烹多古八 釜と七厘 ㈱共
和自動車 越路商事㈱ ㈲佐藤輪店 ㈱シーアイシー スナック遊 炭火焼肉彩 ㈱創エンジニアリング 辰巳
建設㈲ 割烹田町屋 地酒のやなぎ 津南ポーク 妻有SC同友店会 NPO法人十日町市地域おこし実行委員会 
十日町タイムス社 十日町高田郵便局 十日町地区タクシー協会 にし乃 ㈱万有設計 ㈲ハーベスト プログ
タウン ㈲ホクホク機械 ㈱宮元屋商店 ㈱村山土建 やきとり大吉 ㈲柳工務所 ㈱柳産業 ㈲柳電機商会 ㈲
若山総合保険サービス 上村朋子 多田朋孔 村山建 上原香
岩田武土地家屋調査士事務所 お食事処たかはし カットハウスマツザワ くらくら 心の宿やすらぎ 酒菜家 旬 食楽空間だぼる ㈲大和自
動車 DSS HIPHOP DANCESCHOOL 十日町社会保険労務協会 豊成 中条松海 根津屋 パールモータース 林屋旅館 ピンクタイガー 農事組
合法人ふれあいファーム三ヶ村 meek hair design ㈲名代生そば由屋 和の風
池田和彦 大津貴夫 荻原奈緒美 樋口正文 村山裕希 相澤まさ子 石黒芳実 岩田一樹 江村祐介 大島恵 大島竜也 太嶋美鈴 笠原裕子 上村リョウ 久保田学 国分
翔吾 酒井直亮 進藤美穂子 鈴木平春 高木千歩 高橋一生 高橋美佐子 高橋ユキノ 竹内悦雄 田村信子 永井昇 中川光嗣 原山奈津実 藤田尚 藤ノ木綾香 丸山太 
丸山朗子 宮島拓也 柳岳志 柳朋宏 柳真由美 柳三代治 山口亮 山田順也　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先：豪雪JAM事務局info@gosetsujam.com
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ

市報とおかまち　平成26年４月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

日５月３日（憲法記念日）午前

11時～午後０時15分

会クロステン

対市出身の新成人※事前申し込

み不要

内市民吹奏楽団の記念演奏、新

成人代表抱負発表、新成人企

画

平成26年度
十日町市成人式

　一緒に歩いてイベントを盛り

上げませんか。和装での参加大

歓迎です。

日５月３日（憲法記念日）午後

０時30分～１時15分（予定）

会本町６丁目交差点から本町通

りの歩行者天国内

内新成人と一緒に本町２丁目広

場までパレード

きものパレード参加者募集

〈共通〉

問成人式実行委員会事務局

　（生涯学習課内☎757-8918・

Ｆ757-5010

　電子メール：t-edu-gakushu

　@city.tokamachi.lg.jp）

第38回 十日町きものまつり
　きもの産地ならではの春のまつりに、きものを

着て参加しませんか。着付け・昼食付きです。き

ものを持っていない人には、十日町のきものを貸

し出します。
日５月３日（憲法記念日）
￥きもの持参者＝3,000円（着付け料・昼食代）、

きもの貸出者＝5,000円（きもの貸し出し料・

着付け料・昼食代）
定きもの持参＝10人、きもの貸し出し＝女性25

人（振袖15人・紬５人・付下５人)、男性５人

※いずれも先着
申・問市観光協会（☎757-3345）http://www.

tokamachishikankou.jp/

※イベント情報は市報４月25日号に折り込む予

定です

～キモノ・デ・キナーレ～

　きものの街十日町で、きものを通したさまざま

な交流が始まります。

日５月３日（憲法記念日）午後４時30分～６時

30分※開場４時

会越後妻有交流館キナーレ

￥2,000円（当日支払い）※飲食（軽食）券付き

●主なイベント＝筑前琵琶演奏（上原まりさんほ

か）

〆４月25日㈮※申し込み多数のときは期限前に

締め切ることがあります

申・問十日町きものまつり実行委員会（市観光協

会内☎757-3345）※未成年者は保護者同伴で

申し込んでください

きものの里をきもので歩こう! 十日町きものパーティー2014春

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
電
話
で
の
健

康
相
談
（
と
お
か
ま
ち
健
康
ダ
イ

ヤ
ル
24
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
健

康
・
医
療
・
育
児
・
介
護
・
医
療

機
関
情
報
に
関
す
る
相
談
に
分
か

り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
る
の
で
、
安
心

し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
市
報
３
月
25
日
号
同
封
の
保

存
版
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室

（
☎
７
５
７
―
３
１
８
７
）

24
時
間
年
中
無
休
の
電
話

健
康
相
談
が
ス
タ
ー
ト

中
条
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
整
形
外
科
外
来
診
療
日
の
変
更
】

　
４
月
か
ら
第
２
・
４
水
曜
日
の

午
後
に
診
療
を
行
い
ま
す
。
受
付

時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
で
す
。

問
中
条
病
院
医
事
課
（
☎
７
５
７

―
３
０
１
８
）

日
６
月
１
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

３
時
30
分
頃
※
受
付
10
時
45
分

〜
会
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（
湯
沢
町
）

￥
男
性
４
千
円
、女
性
２
千
円（
軽

食
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
付
き
）

対
男
性
＝
28
歳
以
上
の
市
内
・
津

南
町
・
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
・

魚
沼
市
在
住
者
ま
た
は
勤
務

者
、
女
性
＝
25
歳
以
上
の
国
内

在
住
者
。
男
女
と
も
独
身
で
40

歳
ま
で

定
男
女
各
30
人
※
申
し
込
み
多
数

の
と
き
は
抽
選
、
後
日
結
果
を

郵
送

〆
５
月
９
日
㈮

他
当
日
、
男
性
は
ネ
ク
タ
イ
着
用

申
・
問
申
込
書
（
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
・

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
に
配
置
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
雪
国
魚
沼

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
塩
沢
商
工
会
内
・
☎
０
２
５

｜

７
８
２

｜

１
６
５
３
、
Ｆ
０

２
５

｜

７
８
２

｜

４
０
４
４
）

　
農
業
者
向
け
の
各
種
研
修
受
講

生
の
募
集
で
す
。
研
修
内
容
で
申

し
込
み
方
法
や
期
限
な
ど
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
（
農
林
課
・
各
支
所
地
域
振

興
課
に
配
置
）
ま
た
は
農
業
大
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
新
潟
県
農
業
大
学
校
研
修
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
市
・
☎
０
２
５
６

平
成
26
年
度
研
修
生
募
集

新
潟
県
農
業
大
学
校

参
加
者
募
集

第
18
回
シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

｜

72

｜

８
５
４
７
）

　
十
日
町
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
（
案
）
へ
の

意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
４
月
10
日
㈭
〜
５

月
９
日
㈮
※
必
着

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
防
災
安
全

課
・
本
町
分
庁
舎
・
各
支
所
地

域
振
興
課
・
各
公
民
館
・
情
報

館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
提
出
方
法
・
問
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
（t-b

o
u
s
a
i@

c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.lg
.jp

）

の
い
ず
れ
か
で
、
〒
９
４
８

｜

８
５
０
１
千
歳
町
３

｜

３
防
災

安
全
課
防
災
安
全
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
９
７
、
Ｆ
７
５
２

｜

２
１
２
２
）

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
募
集

十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
案
へ
ご
意
見
く
だ
さ
い

成人講座の参加者募集

学びながら生きがいづくり・仲間づくりしませんか
※定員を超えたときは募集を締め切りま

す。また、申込者が５人以下のコースは、

中止することがあります

コース 曜日・時間
開講日
(回数)

定員 参加費 内容（講師）

版　画
第２・４水曜日
午後７時～９時

５月14日㈬
(12月まで
15回)

15人 3,000円
　市展出品を目指して、版画を基礎
から楽しく学びます。初心者大歓迎
です。（重野桂二さん）

洋　画
第１・３木曜日
午後７時～９時

５月15日㈭
(通年20回)

20人 4,000円
　市展出品を目指して、鉛筆・木炭
デッサンから、本格的水彩画・油絵
までを学びます。（小林順二さん）

太極拳
入　門

第１・３火曜日
午後７時～８時30分

５月20日㈫
(12月まで
15回)

20人 3,000円
　初心者向けの入門講座です。美容
と健康のため、運動の習慣づけを目
指します。（十日町太極拳クラブ）

※参加費のほか、テキスト代などが別途必要

〆５月２日㈮

会・申・問申込書（各公民館に配置）に参加費を添

えて中央公民館（☎757-5011、Ｆ757-5010）

￥
５
千
円

〆
４
月
25
日
㈮

問
観
光
交
流
課
観
光
企
画
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
０
０
）

る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
原

案
）」
へ
の
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
４
月
10
日
㈭
〜
５

月
９
日
㈮
※
必
着

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
企
画
政
策

課
・
本
町
分
庁
舎
・
各
支
所
地

域
振
興
課
・
各
公
民
館
・
情
報

館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
提
出
方
法
・
問
任
意
の
用
紙

に
意
見
を
記
入
し
、
電
子

メ

ー

ル
（t-k

ik
a
k
u
@
city
.

to
k
a
m
a
ch
i.lg
.jp
)

・

持

参
・

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、

〒
９
４
８

｜

８
５
０
１
千
歳
町

３

｜

３
企
画
政
策
課
協
働
推
進

係
（
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３
、

Ｆ
７
５
２

｜

４
６
３
５
）

　
学
校
や
家
庭
で
は
で
き
な
い
体

験
を
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
交
流

で
東
京
に
行
き
ま
す
。

対
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
※
４

参
加
者
募
集

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

年
生
未
満
の
妹
や
弟
と
一
緒
に

参
加
し
た
い
と
き
は
要
相
談

￥
３
千
円
※
材
料
費
な
ど
別
途
徴

収
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す

内
ほ
く
ほ
く
線
で
の
旅
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
登
山
な
ど

他
開
校
式
（
４
月
26
日
㈯
午
前
９

時
〜
・
中
央
公
民
館
）
時
に
集

金
。
開
校
式
に
不
参
加
で
も
入

校
可

申
・
問
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
中

央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
、Ｆ
７
５
７
―
５
０
１
０
）

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

３
選
手
報
告
会

　
２
月
の
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
定
期
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

日
４
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８
―
２
９
８
８
）

<

共
通
条
件>

・
十
日
町
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
区
域
内
の
、
都
市
計

画
で
定
め
る
用
途
地
域
が
商
業

地
域
お
よ
び
近
隣
商
業
地
域
で

の
事
業
で
あ
る
こ
と

・
週
４
日
以
上
営
業
す
る
こ
と

・
午
前
11
時
ま
で
に
営
業
を
開
始

す
る
こ
と

・
中
心
市
街
地
内
か
ら
移
転
す
る

こ
と
で
、
既
存
の
店
舗
な
ど
が

空
く
こ
と
が
な
い
こ
と

・
不
動
産
取
引
業
お
よ
び
不
動
産

賃
貸
業
・
管
理
業
で
な
い
こ
と

・
風
俗
営
業
や
暴
力
団
な
ど
の
関

係
者
で
な
い
こ
と

【
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
等
活
用

促
進
事
業
助
成
金
】

対
空
き
店
舗
や
空
き
家
を
賃
貸
借

し
て
事
業
を
行
な
う
個
人
・
団

体
・
中
小
企
業
者

●
条
件

・
３
か
月
以
上
未
使
用
の
空
き
店

舗
・
空
き
家
を
、
親
族
を
除
く

第
三
者
と
の
賃
貸
者
契
約
に
よ

り
活
用
す
る
こ
と

●
対
象
経
費
＝
①
事
業
用
の
施

設
・
建
物
の
工
事
費
、
②
原
材

千
年
の
湯
臨
時
休
館

　
町
内
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
設
置
費
と
維
持
管
理
費
は

町
内
負
担
で
す
。

日
５
月
30
日
㈮

申
・
問
防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
現
物
支

給
し
ま
す

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
「
支
援
」
を
紹
介

料
費
、
③
設
備
購
入
費

●
助
成
額
＝
上
限
１
０
０
万
円

（
助
成
率
２
分
の
１
）

【
中
心
市
街
地
新
規
設
備
投
資
サ

ポ
ー
ト
事
業
助
成
金
】

対
事
業
用
の
建
物
や
設
備
を
取
得

し
て
事
業
を
行
な
う
個
人
・
団

体
・
中
小
企
業
者

●
条
件

・
親
族
を
除
く
第
三
者
と
の
工
事

請
負
ま
た
は
売
買
契
約
で
事
業

用
建
物
を
取
得
す
る
こ
と
※
中

古
物
件
＝
３
か
月
以
上
未
使
用

で
あ
る
こ
と

・
国
県
な
ど
の
補
助
制
度
な
ど
の

対
象
と
し
た
経
費
を
除
い
た
対

象
経
費
の
額
が
１
千
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

・
申
請
事
業
と
同
一
（
見
な
さ
れ

る
も
の
も
含
む
）
事
業
に
対
し

て
、
市
か
ら
補
助
金
が
充
当
さ

れ
な
い
こ
と

●
対
象
経
費
＝
①
事
業
用
建
物
取

得
費
（
工
事
・
売
買
）、
②
中

古
建
物
取
得
の
と
き
は
事
業
開

始
に
必
要
な
改
修
費
、
③
設
備

購
入
費

●
助
成
額
＝
上
限
５
０
０
万
円

（
助
成
率
３
分
の
１
）

〈
共
通
〉

問
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
☎
７
５
７
―
３
６
９
１
）

平
成
26
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登

録
審
査
が
必
要
で
す
。

日
４
月
17
日
㈭
・
６
月
19
日
㈭
・

８
月
21
日
㈭
・
10
月
16
日
㈭
・

11
月
20
日
㈭
・
27
年
１
月
15
日

㈭
・
２
月
19
日
㈭
の
午
前
10
時

～
午
後
２
時
30
分

会
４
・
８
・
11
・
１
月
は
県
庁
ま

た
は
職
員
会
館（
新
潟
市
）、６
・

10
・
２
月
は
長
岡
地
域
振
興
局

（
長
岡
市
）

持
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類
、
②
銃
砲
刀
剣
類
発

見
届
※
所
轄
警
察
署
が
発
行
し

た
も
の
、
③
手
数
料
（
１
件
当

た
り
県
収
入
証
紙
６
３
０
０

円
）

問
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６

１
９
）

　市報に掲載する広告を募集しています。ホー

ムページとの同月掲載で割引きもあります。企

業PRやお知らせにぜひ利用してください。

●規格＝１枠当たり縦48㎜×横84㎜

　※２枠（縦48㎜×横176㎜）以上の連結も可

市報掲載の広告を募集します！ ●料金（１号発行分当たり）

　　　　　　　　　　　※別途制作料

　　　　　　　　　　　　3,000円〜（税込）

申株式会社滝沢印刷

　☎757-2191（担当：藤木）

　E-mail：takiprit＠cocoa.ocn.ne.jp

問企画政策課広報広聴係（☎757-3112）

１枠 15,000円
２枠 30,000円

※この枠は２枠連結した広告サイズとほぼ同じ大きさです

　
市
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
準

じ
る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由
の
た

め
に
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

に
、
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
各
学
校
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
庶
務
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
８
）
ま
た
は
在
籍

す
る
市
立
学
校

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

環
境
放
射
線
測
定
器
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す

食
材
の
放
射
能
量
を
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
注
意
点
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
し
出
し
・
返
却
日
時
＝
市
役

所
開
庁
日
の
午
前
9
時
～
午
後

日
毎
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

会
本
町
分
庁
舎

対
自
家
消
費
を
目
的
と
す
る
食
材

※
販
売
・
流
通
目
的
の
も
の
は

対
象
外

●
測
定
方
法
＝
操
作
説
明
書
に
沿

っ
て
使
用
者
が
操
作

￥
無
料

●
測
定
時
間
＝
３
～
15
分
※
準
備

時
間
を
除
く

●
測
定
に
必
要
な
量
・
大
き
さ
＝

１
㎏
（
推
奨
）
～
５
㎏
で
測
定

器
（
幅
33
㎝
×
奥
行
28
㎝
×
高

さ
９
㎝
）
に
入
る
大
き
さ

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
９
７
）

Ｄ
コ
ー
ス
23
㎞
（
津
南
町
～
十

日
町
市
）、Ｅ
コ
ー
ス
15
㎞
（
十

日
町
市
内
）、
Ｆ
コ
ー
ス
12
㎞

（
小
千
谷
市
内
）

￥
Ａ
コ
ー
ス
＝
２
千
円
（
当
日

２
５
０
０
円
）、
中
学
生
以
下

１
５
０
０
円
（
当
日
１
８
０
０

円
）

　
Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
＝
１
５
０
０
円

（
当
日
２
千
円
）、
中
学
生
以
下

千
円
（
当
日
１
３
０
０
円
）

　
Ｅ
・
Ｆ
コ
ー
ス
＝
千
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）、
中
学
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）

〆
４
月
23
日
㈬
午
後
５
時
（
郵
送

は
４
月
18
日
㈮
消
印
有
効
）

申
・
問
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５

２
―
４
３
７
７
）・
川
西
公
民

館
（
☎
７
６
８
―
２
３
０
８
）・

中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２

４
９
３
）

第
27
回

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

日
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

●
コ
ー
ス
＝
Ａ
コ
ー
ス
50
㎞
（
津

南
町
～
小
千
谷
市
）、
Ｃ
コ
ー

ス
25
㎞
（
川
西
～
小
千
谷
市
）、

―
５
０
１
３
）

第
10
回

市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
５
月
18
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～

会
市
総
合
体
育
館

●
種
目
＝
女
性
の
部
、
男
女
混
合

の
部

対
満
18
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）

で
学
生
以
外
の
市
内
在
住
・
在

勤
者

￥
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

〆
５
月
１
日
㈭

申
参
加
費
を
添
え
て
市
総
合
体
育

館
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

【いつもいっしょ、本といっしょ。（今年の標語）】

　子どもたちが楽しみながら本を読んでもらえ

るための特別企画を用意しました。

●特別テーマ図書＝今年の標語にちなみ、いつ

も近くに置いておきたい親世代と子世代の名

作絵本を紹介。

●１、２の３さつ＝３冊セットの「本の福袋」

を貸し出します。１冊目の表紙とテーマの紹

介カードを頼りに、新たな本との出会いに挑

戦してみませんか。

●読んでつなげるカラフルエルマー＝大好きな

本を紹介する色紙を張って、「ぞうのエルマ

ー」のモニュメントを完成させよう。

●おはなしぴよぴよスペシャル「読み聞かせ＆

ぬいぐるみお泊まり会」＝おはなし会の後、

ぬいぐるみを情報館にお泊まりさせます。夜

のぬいぐるみたちの様子を撮影し、翌日のお

迎え時にプレゼント。

日４月26日㈯午後２時～３時

対幼児～小学生

持お気に入りのぬいぐるみ・人形など１体

●読書感想画2013＝１年間に投稿された読書

感想画を、一挙大公開。

●情報館でのおはなし会「おはなしたまてばこ」

「おはなしぴよぴよ」＝市報３・４月25日号

「ちびっこひろば」をご覧ください。

会・問情報館（☎750-5100）

４月23日〜５月12日はこどもの読書週間

出
場
し
た
市
内
出
身
の
３
選
手
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
告
を
し
ま
す
。

日
5
月
5
日
（
こ
ど
も
の
日
）　

午
後
1
時
30
分
～

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

5
時
※
要
事
前
予
約

●
期
間
＝
原
則
３
日
以
内

対
自
主
防
災
組
織
・ 

町
内
会
な

ど
の
地
縁
団
体
※
営
利
目
的
や

市
外
で
の
測
定
は
対
象
外

￥
無
料

●
貸
し
出
し
可
能
台
数
＝
１
台

持
身
分
証
明
書 (

運
転
免
許
証
な

ど) 

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
９
７
）

　市ホームページのトップ
ページに掲載する広告を募集
しています。詳しくは問い合
わせてください。
●料金＝１か月１枠１万円
申・問企画政策課広報広聴係
（☎ 752-3112）

市ホームページ
バナー広告募集
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元気なお年寄りを紹介し、健康の秘けつなどをうかがいます。
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　手作りにこだわりながら、毎日の食事作りをこ

なしているタマさん。出来合いのものは極力買わ

ず、添加物を取らないようにしています。自慢は

70年続けているぬか漬けと減塩のため酢を加え

た梅干し。友人を手料理でもてなし、料理手順を

談議するのが楽しみです。これからも子や孫、地

域の人たちに自慢の料理を伝えていきたいとにこ

やかに話します。山中　タマさん（土市２・99歳）

21

　市内在住で、家事育児に積極的に取り組んでいる

パパやおじいちゃん

　家事育児などに取り組んでいる姿を撮影した写

真、本人や家族の声などを掲載します。（平成25年

度に発行した各月10日号をご覧ください）

　本人と紹介者（ママ・おばあちゃんなど）に取材

をします。申込者へ当係から連絡し、取材の日程お

よび場所を調整します。取材時に普段の家事育児に

取り組んでいる姿の写真を提供してもらいます。

※取材時にご家族の写真を撮影させていただくこと

があります

※撮影はデジカメ（写メール可）で、200万画素（2

メガピクセル）以上としてください。紙焼きの場

合はL版で提出してください

　電話・電子メール・電子申請のいずれかで下記ま

で申し込んでください

企画政策課広報広聴係☎757-3112

電子メール：koho@city.tokamachi.lg.jp
申し込み・問合せ

　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメンズ、「カジダン」とは家事に積極的な男性のことです。

そんな我が家自慢のイクメン・カジダンを「市報とおかまち」で紹介しませんか。今年度から紹

介者に加えて本人の声などもお伝えします。

対象

内容

取材
方法

申込
方法

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

73

　
昭
和
61
年
に
活
動
を
始
め
、
情
報
館

で
読
み
聞
か
せ
を
行
な
っ
て
い
る
﹁
ど

ん
ぐ
り
﹂は
、創
設
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

も
含
め
16
人
程
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

月
１
回
の
例
会
と
、﹁
お
は
な
し
の
へ

や
﹂
を
基
本
に
、
メ
ン
バ
ー
で
製
作
し

た
影
絵
に
よ
る
お
楽
し
み
会
な
ど
、
長

年
多
彩
な
活
動
で
子
ど
も
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
・
小
学
生
向
け
の
﹁
お
は
な
し

の
へ
や
﹂
で
は
﹁
そ
の
時
々
の
参
加
者

に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る

こ
と
が
一
番
大
変
で
す
が
、
毎
回
簡
単

な
工
作
を
取
り
入
れ
て
、
作
る
楽
し
み

も
味
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
﹂
と
副

会
長
の
春
日
み
ど
り
さ
ん
（
57
歳
・
樽

沢
）
は
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
行
っ
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
（
10
か
月
検
診
時
に
絵
本

を
１
冊
赤
ち
�
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
な
が
ら
、

新
し
い
取
組
み
と
し
て
大
人
対
象
の

﹁
お
は
な
し
会
﹂
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
に
、
絵
本
や
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
夢
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

絵
本
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い

読
み
聞
か
せ
の
会
「
ど
ん
ぐ
り
」

　
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
音
声
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
在
�
子
ど
も
た
ち
に
�
肉

声
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
�
ン
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
�
毎
月
�
読
み
聞
か

せ
の
会
を
開
い
て
い
ま
す
�﹁
気
に
入
�
た
本
に
出
会
�
た
と
き
の
�
子
ど
も
た
ち
の

目
の
輝
き
は
素
晴
ら
し
い
﹂
と
話
す
メ
ン
バ
ー
は
�
こ
れ
か
ら
も
絵
本
を
仲
立
ち
に
し

て
�
子
ど
も
た
ち
が
文
化
に
触
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
問
合
せ

：

情
報
館
☎
７
５
０
︱
５
１
０
０

　「聞かせ屋けいたろう」
の絵本ライブのイベント
も、毎年企画しています。

　情報館「おはなしのへや」
に子どもたちも楽しそうに
笑顔で参加しています。

　みんなで手作りした
動く影絵のお楽しみ会
も開いています。

　迫力ある紙芝居と語りに、子どもたちは話に引き込まれます。
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輪 

〜
わ
〜

高
橋
　
彩あ

や

か香
さ
ん
（
６
年
）

僕
ら
の
営
業
部
隊

髙
橋
　
優ゆ

う

き輝
さ
ん
（
６
年
）

す
ら
す
ら
弾
け
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
る
私

羽
鳥
　
美み

海み

さ
ん
（
５
年
）

テ
ニ
ス
の
し
合
を
し
て
み
た
い
な

渡
邊
　
愛ま

な

み心
さ
ん
（
３
年
）

千手小学校
106

　自然教室でのキャンプファイヤ
ーを版画にほりました。みんなの
心が一つになったところです。一
つの輪になっている様子が伝わる
よう、遠近法をつかいました。

　かげで仕事をするところを版画
にほりました。そこでがんばった
ことは、顔です。ほっぺたや目の
細かいシワの向きなどに気を付け
てほりました。

　ピアノ教室で、いっぱい練習し
ています。上手になるために、が
んばっている様子をかきました。
鍵盤や顔の内側を掘ったことをが
んばりました。

　お父さんとテニスのし合をして
いるところです。顔の表情を上手
に作ることができました。ネット
の向きを斜めに表現するのが大変
でした。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
自
分
で
そ
ば

を
う
ち
ま
し
た
。
お
そ
ば
は
、

つ
る
つ
る
し
て
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
お
い
し
い
気
持
ち
を
は

ん
が
で
表
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
そ
だ
て
た
あ
さ
が
お

で
、
く
も
と
こ
び
と
が
あ
そ
ん

で
い
る
え
を
か
き
ま
し
た
。
は

っ
ぱ
の
い
ろ
を
き
み
ど
り
と
み

ど
り
を
じ
ゅ
ん
ば
ん
に
つ
か
っ

て
く
ふ
う
し
ま
し
た
。

つるつるおそばおいしいな

田中　風
ふ う が

雅さん（４年）

こびとのせかい

関口　健
け ん た

太さん（２年）
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